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Ⅳ  試験と単位認定

１．試　　験

　�　履修科目の単位認定は、試験（筆記試験、レポート、実技等）によって行われます。試験

については、このほかに「試験規程（12ページ)」「受験心得（13ページ)」を必ず読んでお

いてください。

　　定期試験

　　�　前期、後期にそれぞれ全学的に一定の試験期間（学年暦を参照してください｡）を設け

て行う試験です。

　　�　試験実施科目、時間割については、原則として10日前に掲示をします。この期間に試

験を実施しない科目もありますが、その科目については各授業の中で、直接教員が指示を

します。　

　　追試験

　　�　病気等の理由で定期試験を受験できなかった学生に対する試験です。この扱いは、レポ

ート等の提出物を締切日までに提出しなかった場合も含まれます。試験を欠席した学生は

授業の欠席と同様の手続をとってください。

　　�　追試験は追試験手続（追試験受験許可と１科目につき1,000円を納入）を経て受験する

ことになり、成績評価も100点満点で採点した得点の80％で評価をします。

　　�　就職試験、忌引、災害、感染症法に基づく感染症等の理由により、やむをえず定期試験

を受験できなかった学生は、通常どおり評価を行い、受験料を免除します。

　　　ただし、手続は必要になりますので、注意してください。　

　　再試験　

　　�　当該学期の定期試験に不合格となったものに対して行う試験です。再試験は再試験手続

（再試験受験許可と１科目につき1,000円を納入）を経て受験することになります。成績評

価は合格（可－60点)、か不合格（不可－59点以下）となります。

　　�　ただし、再試験はすべての授業科目で必ず実施されるものではありません。各授業にお

いて担当教員から、再試験の有無について連絡や説明がありますので注意をしてください。

　　レポート

　　�　すでに述べたように、試験の一つの方法として、レポート（研究論文、報告書等）によ

り単位認定を行う科目があります。試験の一種ですから、次のことを厳守してください。

　　(a)　�レポートは指定期限内に、指定されたところに提出をしてください。提出をしなか

った場合は、試験欠席と同様に扱いますので、追試験の手続を取ることになります。

　　(b)　レポート用紙等は、指定されたものを使用してください。

　　(c)　�レポートの表紙には、科目名・テーマ・担当教員名・学年・学籍番号・氏名を記入

してください。

　　試験規程

　　第１条　試験は定期試験、臨時試験および追・再試験に分ける。

　　第２条　�定期試験は、原則として通年の科目については学年末、前期または後期で修了す

る科目については各々の学期末に行う試験をいう。　

　　第３条　�臨時試験は、多期間にわたり内容が連続する科目において、最終期以外の定期試

験期間中に行う試験および各科目ごとに必要に応じて担当教員が行う試験をいう。
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　　第４条　�追試験は、病気その他の事由により定期試験を受験できなかった者に対して行う

試験をいう。

　　第５条　�再試験は、その期の定期試験に不合格となった者に対して行う試験をいう。

　　第６条　�試験の方法は筆記試験、口述試験、報告書（レポート)、論文、実技等による。

　　第７条　�次の各項の一に該当する場合、受験しても単位は不認定となる。

　　　　　　　履修登録のされていない科目

　　　　　　�　学生証不携帯（教務学生課より発行されている受験承認書を携帯している場

合を除く｡)

　　　　　　�　各期の定期試験以前にその期の学費が未納（学費延納が承認されている場合

を除く｡)

　　　　　　　欠席時数が実授業時数の３分の１以上

　　　　　　　本学より出校停止の指示を受けている期間中

　　　　　　　受験を停止されている期間中

　　第８条　�試験に不正行為があった場合、その科目の単位を無効とし、停学処分とする。

　　第９条　�追試験、再試験該当者は、１科目につき1,000円を納入して受験することができ

る。但し成績は追試験については100点満点で採点した得点数の80％で評定し、

再試験については合格（可－60点)、不合格（不可－59点以下）とする。

　　第10条　�就職試験、忌引、災害、火事の事故等により、やむを得ず定期試験を受けられな

かった者は、前条の規定にかかわらず、追試験を受験することができる。試験得

点は100点満点で採点した得点で評定し、受験料は免除する。ただし、この場合

事情を証明する書類を教務学生課に提出しなければならない。

　　第11条　�交通ストおよび災害時の取り扱いは、学生便覧「Ⅲ授業」３.�休講・補講の及び

に準ずる。

　　第12条　その他必要事項は、教授会の議を経て学長が定める。

附　　　則

　　　　１．この規程は昭和58年４月１日から施行する。

　　　　２．この規程は平成元年４月１日から施行する。

　　受験心得

　　Ⅰ　筆記試験

　　　１�．受験中はつねに学生証または受験承認書を机の右上に提示しなければならない。

　　　２．試験場には定刻５分前までに入室しなければならない。

　　　３�．遅刻者の入室は認めない。ただし、試験開始後25分以内の遅刻者は、試験監督者

の許可を得て受験することができる。

　　　４．試験開始後30分経過するまでは、退室を認めない。

　　　５．答案は、かならず学籍番号、氏名等必要事項を記入して提出する。

　　　６．答案用紙を提出しなかった者は、その科目を放棄したものとみなす。

　　　７．自分の机および周囲には、筆記用具以外のものを置いてはならない。

　　Ⅱ　報告書（レポート）等

　　　１�．指定期限内に、指定されたところに提出しなければならない。提出しなかった場合

は、試験欠席と同様に扱う（追試験となる)。

　　　２．用紙は担当教員の指示したものを用いる。
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　　　３�．表紙に、科目名・担当教員氏名・題名・科・学籍番号・氏名を明記し、とじて提出

する。

２．成績評価と単位認定

　　成績評価

　　�　成績評価は、試験得点や受講態度における得点の総合点を100点満点として行います。

各授業科目の成績評価の基準や方法は、シラバスに詳細に書かれているので、各自が履修

している科目については十分に確認してください。

　　　なお、評価、評語はつぎのとおりです。

評　　語 配　　点 １単位当たりのグレードポイント 合　否

秀 Ｓ １００点～９０点 ４ 合　格

優 Ａ 　８９点～８０点 ３ 合　格

良 Ｂ 　７９点～７０点 ２ 合　格

可 Ｃ 　６９点～６０点 １ 合　格

不　可 Ｆ 　５９点～　０点 ０ 不合格

放　棄 ／ ――― ――― ―――

　　　※�技能審査の合格等により単位認定を受けた授業科目の標語は「優」または「Ａ」とし

ます。

　　　※�「放棄」とは、学年暦の定める日までに、履修取り辞めを申し出た科目に対し使用す

る評語です。

【重要】履修登録を行ったまま「放棄」の手続を行わずに授業に出席しなかった場合は、

当該科目は「不可」となります。この場合、GPAに大きな影響がでます。奨学生の選

考や継続等にも大きな影響が出ますので、必ず手続きを行うようにしてください。「放

棄」手続きを行った科目については、授業への出席は必要ありません。

　　単位認定

　評語が不可（またはＦ）以外の科目については、当該授業科目所定の単位を修得したも

のとして認定します。単位認定は、前期終了科目については前期に、後期終了科目および

通年科目については学年末に行います。不可（またはＦ）は不合格となり、単位認定は行

われません。不合格科目の単位を修得するためには、次の学年で再履修をしなければなり

ません。

　なお、40ページ記載のとおり、技能審査の合格等についても申請のうえ、単位認定が

行われます。

　　GPA

　本学では、学業成績をはかる基準として、（１）の「秀｣・「優｣・｢良｣・｢可｣・｢不可｣�の成

績評価に加え、ＧＰＡ(グレード・ポイント・アベレージ)�制度を採用しています。

　ＧＰＡ制度は科目ごとの成績に単位数を加味した加重平均で全体の成績を表わそうと

するものです。成績評価をより明確にし、個々の学生の学習指導に役立てることを目的に

しています。また、ＧＰＡは学長賞の表彰や学内における各種奨学生の選考の際の資料と

します。
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①成績評価と科目ＧＰ

　各登録科目の成績評価を「4｣ ､ ｢3｣ ､ ｢2｣ ､ ｢1｣ ､ ｢0｣�に換算し、②によって計算をします。

　成績ごとのグレードポイントは（１）の成績評価表の右側に記載しています。

②ＧＰＡの計算方法

　ＧＰＡは、学期ごとのＧＰＡ（以下「学期ＧＰＡ」）と入学時から当該期までのＧＰＡ

（以下「通算ＧＰＡ」）の二種類とします。�

　学期ＧＰＡ及び通算ＧＰＡの計算は、次に定めるところによるものとし、計算値は、少

数点第３位以下を四捨五入して表記します。�

（ア）�学期ＧＰＡ　

（当該期に評価を受けた科目のＧＰ×その科目の単位数）の総和

　　　　　　　　当該期の総履修登録単位数�

（イ）�通算ＧＰＡ�

（各学期に評価を受けた科目のＧＰ×その科目の単位数）の総和

　　　　　　　　　　総履修登録単位数�

③ＧＰＡと学習指導

　ＧＰＡによる学習指導は以下の通り行います。

　各学科及びゼミ担任等は、ＧＰＡに基づく学生の学修指導の計画を策定し、学生の指導

を行っていきます。

対　応　内　容

１年次前期ＧＰＡが「１」未

満の者への対応（（ア）�学期Ｇ

ＰＡ）

後期履修登録までにゼミ担任が指導を行う。ゼミ

担任に該当する者がいない場合、教務責任者（各

学科の教務委員から選出）または副学科長等が指

導を行うこととする。

年間のＧＰＡが「１」未満の

者への対応（（イ）�通算ＧＰＡ）

保証人同席の上、学科長が厳重注意を行うものと

する。

　上記指導を含め繰り返し指導を行ったにもかかわらず、２年前期を終了した時点でのＧ

ＰＡが「１」未満の場合であり、かつ学習態度及び学習意欲が著しく低下している場合、

学長は教授会の審議を踏まえた上で、状況に応じ退学勧告等を命じることができる。

④ＧＰＡと奨学生選考等

　本学独自奨学金制度による奨学生選考にあたってはＧＰＡを用いることとしています。

また日本学生支援機構による給付型奨学金受給者の継続審査の際にもGPAが用いられま

す。

※日本学生支援機構の給付型奨学金受給者が、ＧＰＡにおいて所属学科の同一学年内にお

いて下位１／４以下に該当した場合「警告」を受けることになります。この「警告」

を２回続けて受けると当該奨学金が「廃止」になります。つまり「奨学金（含む授業

料減免）」を受けることができなくなります。充分に注意してください。
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⑤ＧＰＡと表彰

　ＧＰＡは学長賞や学内における各種奨学生の選考の際の資料とします。

ある授業の履修を取り止めたのにもかかわらず履修変更や履修放棄の手続きを怠っ

た場合、GPAに大きな影響が出ます（GPAが下がる）。このことは奨学金その他に

も支障が出てくることから、授業科目の履修を取り止めた場合は所定の期間内に必

ず必要な手続きを行ってください。


